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概要 本論では,ソ ーントン・ワイルダーの後期のサイクル劇 「七つの大罪」のひとつであ

る一幕劇 「5時25分 発列車の大事故」について,ワ イルダーのほかの作品との主題の類似,

さらには,小 説 『めざすは天国』とのモチーフの類似を指摘することを通 して論じ,主 人公

のホーキンズが 「窓を通して見たもの」について考察する。ワイルダーはくり返される主題

をそれぞれの作品において常に異なる表現形式で提示 しようとしてきた作家なので,こ の一

幕劇が優れた成功 した作品であるにもかかわらずワイルダーが出版を認めなかった理由は,

彼がこの作品において芸術の新しい表現形式を提示することができていないことを認識して

いたからであろう。

キ ー ワー ド ソ ー ン ト ン ・ ワ イ ル ダ ー, 「5時25分 発列車の大事故」,窓 を通して見るという

こ と,「 永 遠 な る もの 」

原稿受理日2011年2月4日

Abstract The aim of this paper is to consider what Mr. Hawkins saw by looking 

through the window in "The Wreck on the Five-Twenty-Five," a one-act play that is 

included in Thornton Wilder's cycle play The Seven Deadly Sins that he wrote during 

his later years. Something Mr. Hawkins saw is considered by showing that this 

one-act play has a similarity with the themes of other works of Wilder's and also 

has similar motifs to one of his novels Heaven's My Destination. Wilder always tried 

to frequently express his themes in different styles in each work. Hence, the 

reason why Wilder did not approve the publication of this one-act play, although it 

is better and well known, is because he must have realized that he had not shown a 

new artistic style when stating the theme within this work.
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1.は じ め に

筆者 は以前,ソ ー ン トン・ワイル ダー(ThorntonWilder,1897-1975)の 中編小説 「め

ざす は天 国』(Heaven'sMyDestination,1935)を 論 じた際 に,一 幕劇 「5時25分 発 列 車の

大事故」("TheWreckontheFive-Twenty-Five"1957初 演)に 触れ たこ とがあるが(1),

その ときには註の 中で簡略的 に触れ ただ けで,十 分 に論 じることは しなか った。

そこで,本 論 では,こ の一幕劇の ワイルダーの ほかの作品 との主題の類似,「 めざす は天

国』とのモチー フの類似を指摘 し,主 人公の ホーキ ンズ(Mr.HerbertHawkins)が 「窓

を通 して見 たもの」 につ いて考察す ることを通 して,こ の作品を論 じてみた い。

2.ワ イルダーの他作 品 とのテーマの類似

この一幕劇の タイ トル にな って いる 「5時25分 発 列車の大事故」 とは,現 実か ら抜 け出

したいの に自分か らは行動を起 こす ことがで きな い人 にとっての,今 の 自分を大 き く変え

て くれ る ものの象徴 である。 まず,劇 の序盤 に,ホ ーキ ンズ夫人(Mrs.Hawkins)が,

西 部 劇 の雑誌 に夢 中にな って いたか と思 うと突然読 む ことを止 めて しま った夫 を引 き合

いに出 して,"They[Men]thinktheywantalotofchange-varietyandchange,

varietyandchange.Buttheydon'treally.Deepdown,theydon't."(139)と 述 べ,

変 化 を望んで いるの に自分か らは行動 に移 さな い人が多 いことを指摘す る。

次 に,ワ イル ダーは,ホ ーキ ンズの娘 ミニー(Minnie)を 使 って,ホ ーキ ンズが教会で

立派 な説教 を した牧 師 に対 して,"[S]upposetheatombombdidn'tfall,whatwould

wedothen?Haveyoueverthoughtofthat?"(141)と 言 った こと,ホ ー キンズが町

の人び とに,"Therewesitfortwentyyearsplayingcardsonthefive-twenty-five,

hopingthatsomethingbigandterribleandwonderfulwillhappenlikeawreck,

forinstance?"(142)と 言 ってい ることを紹介 させ る。 これ らのせ りふは,変 化 を望んで

いるのに 自分 か らは行動 を起 こす ことが で きな いため,実 際 には起 こっては困 るはずの

「原子爆 弾 の投下」 や 「列車 の大事故」 を望 む とい う,主 人公 のせ っぱ詰 ま った他力 本願

の気持 ちを表 して いる。特 に,後 者のせ りふ にある 「大事故」 という言葉 はタイ トル に含

まれて いる語で あるため,観 客の注意を効果的 に促す もの とな って いる。 さらに,こ れ ら

(1)井 上 治(2003),p.102.
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の せ りふ は,ホ ー キンズに直接語 らせず に,16歳 と いう設定の娘 に無邪気 に語 らせ ること

で,よ りいっそう観客の注意を喚起す るもの にな って いるといえ る。

さ らに,ワ イル ダー は,劇 の 中盤 において,変 化 を望んで いるの に自分か らは行動 に移

さない人の ことを,少 し角度を変えて表現 して いる。 まず,ホ ーキ ンズ夫人 は,隣 人か ら

の電話で 自分 と娘 を外か ら見て いる人が いることがわか ったあと,な ぜその人 は覗 いて い

るのか とい う娘 の疑 問 に対 して,"Minnie,theworldisfullofpeoplewhothinkthat

everybody'shappyexceptthemselves.Theythinktheirlivesshouldbemore

exciting."(144)と 答 える。 さ らに,誰 かが覗 いて いるけれ ども怖が らず に普通 にふ るまう

よ うにホ ーキ ンズ夫 人 に言 わ れた ミニ ー は,"1'mnot[frightened],Mama.1'mjust

...interested.Mostnightsnothinghappens."(144,ellipsisanditalicsbyWilder)

と言 う。 これ らのせ りふ は,人 は誰で も,自 分の人生 はもっと楽 しいはずなの に,ど きど

きわ くわ くす るような ことが何 も起 こ らな いと思 いなが らそれぞれの人生を過 ご して いる

ことを表 して いる。

この ような人 びとは,水 谷八也氏が,「Minnieの この言葉 は,TheMatchmakerの 中で一

晩 も自由な夜がな いと嘆 き,自 分 たちの周 りの人 はみんな 自由を楽 しんで いると考えて い

るCorneliusとBarnaby,一 刻 も早 く自分 の店 をやめ,飛 び出 したいと願 いつつ,相 変わ

らず婦人用 帽子店 をや ってい るMrs.Molloyた ち と同質 の問題 を含 んで いる。」(56)と

指 摘 して いるように,ワ イルダーの多幕劇 「結婚仲介人』(TheMatchmaker1955)の 登 場

人物 と同 じで ある。すなわ ち,ワ イル ダーが 「劇三篇』(ThreePlays,1957)の 序 文で,"My

playisabouttheaspirationsoftheyoung(andnotonlyoftheyoung)fora

fuller,freerparticipationinlife."(xiii)と 述 べ ている,「 人生 にもっと十分 にもっと自

由に参加 したいという人間の熱望」 という 「結婚仲介人』の主題が,こ の一幕劇で も提示

されて いるので ある。

続 いて,ホ ーキ ンズが 「窓を通 して見 たもの」 につ いて考察す る。 まず は,劇 の序盤 に

おいて,い つ もよ りも遅 い通勤電車 に乗 って帰 ると電話 して きた夫が帰 って来な いか窓か

ら通 りを見 る妻 と娘 は,自 然 と隣家 の夫 妻の行動 が 目に入 る。 その際の ミニ ーの,"Don't

peoplelookfoolishwhenyouseethem,likethatandyoucan'thearwhat

they'resaying?Likeantsorsomething."(140-41)と い うせ りふ は観客の注意を引 き

つ ける。 このせ りふ は,先 ほどの,変 化を望んで いるの に自分か らは行動を起 こす ことが

で きな い主人公の他力本願の気持 ちを表現す る場合 と同様 に,娘 に無邪気 に語 らせ ること

で,よ り効果的なせ りふ とな って いる。つ ま り,「 馬鹿 みたいに見 える」 「蟻の ように見え
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る 」 と い う 娘 の 素 直 な コ メ ン トが,の ち に ホ ー キ ン ズ が 「窓 を 通 して 見 た も の 」 と は い っ

た い 何 で あ る の か を 観 客 に 深 く考 え さ せ る 効 果 を 生 ん で い る の で あ る 。

次 項 で さ ら に くわ し く述 べ る が,ホ ー キ ン ズ は,仕 事 で 付 き 合 い の あ っ た 老 女 が 彼 に 遺

産 を 残 し た こ と を,「 実 際 に 外 に 立 っ て 窓 を 通 し て 見 て み な さ い 」 と い う 死 者 か ら の 命 令 と

受 け 取 り,行 動 を 開 始 す る 。 ま ず は,"lthoughtmaybethingsmightlookdifferent

throughthewindowsofanothertrain."(147-48)と 考 え,い つ も と違 う 通 勤 電 車 に

乗 っ て み る が,"Well,BennsvilleandEastLaidlawdon'tlookdifferentthroughthe

windowsofanothertrain.It'snotbylookingthroughatrainwindowthatyou

cangetattheheartofBennsville."(148,italicsbyWilder),さ ら に は,"Doyouknow

whatyouseefromthewindowsofthetrain?Thosepeople‐thosecars‐that

youseeonthestreetsofBennsville‐they'rejustdummies.Cardboard."(148,

italicsbyWilder)と 述 べ て い る よ う に,通 勤 電 車 の 窓 か ら は 物 事 の う わ べ し か 見 え ず,本

質 は何 も見 え な い こ と を 悟 る。 す な わ ち,見 る も の が 次 々 と 流 れ 去 っ て い く列 車 の 窓 か らで

は,じ っ く り と対 象 と 向 き合 って 見 る こ とが で き な い た め,何 も見 え て は こ な い の で あ る 。

そ して,そ の あ と 彼 は,自 分 の 家 の 外 に 立 ち,窓 を 通 して 妻 と 娘 の 様 子 を じ っ く り と 眺

め る こ と で 「本 質 」 を 見 る の で あ る が,ワ イ ル ダ ー は,そ れ が 具 体 的 に 何 で あ る の か は,

作 品 の 中 で は は っ き り と は 示 さ な い 。 こ れ は ワ イ ル ダ ー が 常 に 使 う手 法 で あ り,「 ホ ー キ

ン ズ が 窓 を 通 し て 見 た も の 」 と 関 連 す る 例 を 挙 げ る と,「 わ が 町 』(OurTown,1938)の 第

三 幕 冒 頭 の 「舞 台 監 督 」(StageManager)の せ り ふ,"Weallknowthatsomethingis

eternal.Anditain'thousesanditain'tnames,anditain'tearth,anditain'teven

thestars...everybodyknowsintheirbonesthatsomethingiseternal,andthat

somethinghastodowithhumanbeings."(81,italicsandellipsisbyWilder)の 「永

遠 な る も の 」 が 何 を 指 す の か,「 舞 台 監 督 」 は 最 後 ま で は っ き り と 言 わ な い 。 も し も 彼 が

す ぐ に そ の 答 え を 具 体 的 に 言 っ た と す れ ば,そ れ は 観 客 の 心 か ら は す ぐ に 消 え て し ま う で

あ ろ う が,彼 が 言 明 しな い こ と に よ っ て,観 客 は 「永 遠 な る も の 」 が 何 を 指 す の か 自 問 自

答 し,深 く考 え を 巡 らせ る こ と に な る の で,心 の な か に そ れ が 長 く と ど ま る こ と に な る と

い う 効 果 を 生 み 出 す の で あ る 。 こ の 一 幕 劇 の こ の 場 面 に お い て も 同 様 の 効 果 が 生 ま れ て い

る が,ふ た た び 娘 に無 邪 気 に,"ButPapa,youdidn'tseeanything!Justussewing!"

(150,italicsbyWilder)と 語 らせ る こ と で,観 客 は 「ホ ー キ ン ズ が 窓 を 通 し て 見 た も の 」

が い っ た い 何 で あ る の か を 深 く考 え る こ と に な る の で あ る 。

こ の 「ホ ー キ ン ズ が 窓 を 通 して 見 た もの 」 と は,上 の 引 用 で み た 「永 遠 な る も の 」 な の
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で あるが,そ れは具 体的 には何 なのであ ろうか。 ワイル ダーが 『劇三 篇』の序文で,"Our

TownisnotofferedasapictureoflifeinaNewHampshirevillage;orasa

speculationabouttheconditionsoflifeafterdeath(thatelementImerelytook

fromDante'sPurgatory).Itisanattempttofindavalueaboveallpriceforthe

smallesteventsinourdailylife."(xii)と 述 べて いるように,彼 が 『わが町』で表現 し

ようと したことは,「 日常生活 の最 も取 るに足 らないよ うにみえる小 さなでき ごとにさえ,

お金で は測れな い重要な価値が あること」,す なわち,「 日常生活の一瞬一瞬 に普遍で 「永

遠 なる もの』があ るこ と」 なので ある。 そ して,『 わが町』 の第三 幕で,死 者 とな ったエ

ミリー(Emily)が 舞 台監督 の計 らいで もう一度生者 の世界 に戻 って くるが,生 きて いる

人 びとが お互 いを じっと見つ め合 うこともで きず,「 日常生活 の一瞬一瞬 に普遍 で 「永遠な

るもの』が あること」 に気づ くことがで きな いという事実 に耐え られず に,死 者の世界 に

戻 る決 心 をす る。そ のエ ミリーが この世 に別 れ を告 げ る場面 を締 あ括 るせ りふ,"Oh,

earth,you'retoowonderfulforanybodytorealizeyou."(100)は,「 生 きて いるとき

に生 というものの持つ真の素晴 らしさ すなわ ち,永 遠な るもの を認識で きな い人

間の悲劇」 をまさに表 して いるので ある。

いっぽ う,自 分の家の外 に立 ち,窓 を通 して妻 と娘の様子 を じっ くりと眺 めた ホー キン

ズも,そ れ 自体無意味で,も うすで にわか って いると思 い込んで いた 日常生活の ひとこま

妻 と娘が編み物をす る光景 のなか に,鮮 やか に姿を現 した未知で特別な 「永遠な

るもの」 を見 るので ある。 そ して,彼 は胸 に忍 ばせて いた拳銃で 自殺す ることを止 め,通

勤電車の大事故を待つだ けの人生 も辞 め,"Thereisno`away.'...There'sonly`here.'"

(151),"1'vedecidedtomoveto`here.'"(151)と 述 べるよ うに,「 生 というものの持つ真

の素晴 らしさを認識で きな い人間の悲劇」を理解 しなが ら,生 者の世界で生 きて い く決意

を固 めるので ある。

ワイル ダーはこの一幕劇 において,今 までの ワイル ダー劇 には登場 しな い新 しい人物像

を設定 してい る。 それ は,ホ ーキ ンズ夫人 であ る。例え ば,『 わが町』で は,ホ ーキ ンズ

が体験 した 「生 とい う ものを認識 で きな い人 間の悲劇」をすで に理解 してい るサ イモ ン・

ス テ ィム ソ ン(SimonStimson)に つ い て,ほ か の 登 場 人 物 は,"Weallknowabout

Mr.Stimson,andweallknowaboutthetroubleshe'sbeenthrough...."(38),

"H
e'dseenapeckoftrouble."(84)と 述 べ るだ けで,彼 の悩み を理 解す る ことはで き

ず,結 局の ところ彼 は自 ら命を絶 って しまう。 さ らに,生 というものを認識す るた めには

お互 いに じっ くりと向 き合 う時間を持つ ことが大切で あることを 自分が死ぬ ことで ようや
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く理解 したエ ミリーが,「 舞台監督」 の計 らいで もう一度生者 の世界 に戻 り,母 親 と じっ

くりと向き合 う時間を持 とうと して,次 の ように叫ぶ。

(Withmountingurgency)Oh,Mama,justlookatmeoneminuteasthoughyou

reallysawme.Mama,fourteenyearshavegoneby.1'mdead.You'rea

grandmother,Mama.ImarriedGeorgeGibbs,Mama.Wally'sdead,too....

Wefeltjustterribleaboutit‐don'tyouremember?But,justforamoment

nowwe'realltogether.Mama,justforamomentwe'rehappy.Let'slookat

oneanother.(99,italicsbyWilder)

「今 ほ ん の 瞬 間 の あ い だ だ け れ ど,私 た ち は 一 緒 に い る の よ 。 ほ ん の 瞬 間 の あ い だ だ け れ

ど,私 た ち は 幸 せ な の よ 」 と,生 き て い る 瞬 間 瞬 間 に 生 の 真 の 素 晴 ら し さ,す な わ ち,「 永

遠 な る も の 」 が 啓 示 さ れ て い る こ と を,エ ミ リ ー は 生 者 で あ る 母 親 に 叫 ぶ の で あ る が,母

親 が そ れ に 気 づ く こ と は な い 。

町 の 人 び と や エ ミ リ ー の 母 親 に 対 し て,ホ ー キ ン ズ 夫 人 は,「 永 遠 な る も の 」 を 体 験 し

よ う と す る 夫 に 気 付 き,そ の 夫 を 理 解 し よ う と す る 人 物 と して 設 定 さ れ て い る 。 ま ず,劇

の 前 半 で,娘 の ミ ニ ー に 突 然,"Doyoufeelasthoughyouwereinajail,Minnie?"

と 話 しか け,"Mama,you'retalkingawfullyfunnytonight."(140)と 娘 に 言 わ れ,"1'm

notmyself.(Laughslightly)IguessI'mnotmyselfbecauseofyourfather'sphone

call‐histakingalatertrain,likethat,forthefirsttimeinsomanyyears."(140)

と 述 べ る こ の や り取 り は,夫 が 今 日 何 か 特 別 な こ と を し よ う と して い る こ と を 夫 人 が 本 能

的 に 感 じ取 っ て い る こ と を 表 して い る 。

そ して,劇 の 後 半 で,5時25分 発 列 車 の トラ ン プ 仲 間 で あ る フ ォ ー ブ ズ 氏(Mr.Forbes)

か ら,`"Allwindowglassisthesame.'"(146),"Youknowhowcrazypeoplelook

whenyouseethemthroughawindowarguingandcarryingonandyoucan't

hearawordtheysay?Hesaysthat'sthewaythingslooktohim."(146)と 夫 が

常 に 言 っ て い た こ と を 聞 い た 夫 人 は,外 に 立 っ て 自 分 た ち を 見 て い た の が 夫 で あ る こ と に

気 づ く。 そ の あ と に 二 度 発 す る 夫 人 の"Ishouldhaveknownit."(146,147)と い う せ

りふ は,夫 が 何 を 体 験 し よ う と して い る か に 気 づ き,そ の 行 動 を 理 解 で き て い る 夫 人 の 心

の 吐 露 な の で あ る 。

さ ら に,劇 の 終 幕 近 くで,自 分 の 行 動 を 話 し た あ と に 陽 気 さ を 装 っ て 話 題 を 変 え た 夫 に

6(122)



ソーントン・ワイルダーの 「5時25分 発列車の大事故」論(井 上)

対 して,夫 人 は,"(Puttingdownhersewing;inanevenvoice)Wereyouplanningtogo

away,Herbert?"(150)と 言 う。 「死 ぬつ もりだ ったのか」 と問 いか ける この 「落 ち着 い

た」婦人の声 は,夫 が 「永遠な るもの」 を見 たこと,そ れが何で あるかを 自分 も理解 して

いる ことをは っき りと示 してい る。水谷八也 氏 は,「Hawkinsが 新 た に得 た視線 を保 ち

つつ生 き続 けて い くことがで きる とは[ワ イルダー は]考 えて いないで あろ う」(66),

「Hawkinsも お そ らくは,し ば らくすれ ばまたもとの 日常 に戻 って しまうで あろうことは

想像 に難 くな い」(66)と 述 べ ているが,こ れはま った くの見 当違 いである。「わが町』 に

おいて,エ ミリーは 「舞台監督」の計 らいで生者の世界 に戻 ることを許 され るが,生 者た

ちが現実の時間のなかで生の素晴 らしさを認識で きず に過 ご して いることに耐え られず,

す ぐに死者 の世界 に戻 る決意 をす る。 さ らに,「 永遠 なる もの」 をすで に見 てい るサイ モ

ン ・スティムソ ンも,最 後 には自殺 して しまう。つ ま り,生 の素晴 ら しさを認識 しなが ら

生 きて い くことは,と て も難 しいことなので ある。 しか し,ホ ー キンズのそ ばにはホー キ

ンズ夫人が いる。 ホーキ ンズは,悩 み苦 しみなが らも,夫 人 に支え られ見守 られ,生 者の

世界のなかで生の素晴 らしさを認識 しなが ら生 きて い くので ある。

ジ ョン ・グワー レ(JohnGuare)は,こ の一 幕劇 を含む サイ クル劇 を,"Theseplays

areallbitterandbleakastheearlyplaysarefullofcomfort."(xviii)と 評 して いる

が,妻 に見守 られなが ら生 きて い く主人公 という,今 までの ワイル ダー作品 には見 られな

い設定 を考え ると,こ の一幕劇 は 「辛 らつで暗 い劇」で は決 してな いので ある。

3.『 めざす は天 国』 とのモチー フの類似

ワイルダー が主 題 を表現 す るため に同 じ手 法 を くり返 し用 い るこ とは,決 して めず ら

しい こ とで は な い。例 え ば,一 幕 劇 「特 急 寝 台 列 車 ハ イ ア ワサ 号」("PullmanCar

Hiawatha"1931)に お いて,哲 学者や思想家 であ る 「夜の時刻」 たちが,舞 台後方 の壇

上 を大 きな ローマ数字 を持 って進みなが ら,自 著か ら引用 した言葉を述べ る場面(52-53)

は,多 幕 劇 『危 機一髪』(TheSkin(ゾ0岬Teeth,1942)の 第 三幕 の終幕直 前(248-50)で

再 現 され る。 この手法 は,『 危機一髪』の主題 の ひとつ である 「人類 の先輩 たちが残 した

偉大な本のなかの思想が周囲の空気 中に漂 い,人 類を適切 に導 き励 ま して いる」を表現す

る ものであ る。 さ らに,「 特 急寝台列車ハ イア ワサ号」 において,死 を迎え たハ リエ ッ ト

(Harriet)は,神 の もとへ行 くことを受 け入 れたあ とに,自 分が関わ って きた あらゆる現

実の人間 と場所 に次の ように別れを告 げる。
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Good-bye,Philip.Ibeggedhimnottomarryme,buthewould.Hebelieved

inmejustasyoudo.‐Good-bye,1312RidgewoodAvenue,Oaksbury,Illinois.

IhopeIrememberallitsstepsanddoorsandwallpapersforever.

Good-bye,EmersonGrammarSchoolonthecornerofForbushAvenue

andWherryStreet.Good-bye,MissWalkerandMissCramerwhotaught

meEnglishandMissMattewsonwhotaughtmebiology.Good-bye,First

CongregationalChurchonthecornerofMeyersonAvenueandSixthStreet

andDr.McReadyandMrs.McReadyandJulia.Good-bye,PapaandMama

(Sheturns.)

NowI'mtiredofsayinggood-bye.‐Ineverusedtotalklikethis.Iwasso

homelyIneverusedtohavethecouragetotalk.UntilPhilipcame.Iseenow.

Iseenow.Iunderstandeverythingnow.(57-58,ellipsisbyWilder)

このせ りふは,多 幕劇 「わが町』の第三幕においてエ ミリーが語る,こ の劇の主題のひと

っ 「現実の時間のなかでは,現 実のものが持つ真の素晴 らしさを,ひ いては,生 というも

のの素晴 らしさを認識できない人間の悲劇」を表現する以下のせ りふでふたたび用いられ

ている。

Good-by,Good-by,world.Good-by,Drover'sCorners...MamaandPapa.

Good-bytoclocksticking...andMama'ssunflowers.Andfoodandcoffee.

Andnew-ironeddressesandhotbaths...andsleepingandwakingup.Oh,

earth,you'retoowonderfulforanybodytorealizeyou.(100,ellipsisbyWilder)

そ して,「5時25分 発 列車 の大事故」 の 「窓 を通 して見 ることで,生 とい うものを認識 ・

理解す る」 というモチーフも,実 はすで に,ワ イル ダーが1935年 に 出版 した中編小説 「め

ざす は天国』で用 い られて いる。

この小説 は,1930年 の アメ リカ中西部 を舞台 に,学 校教科書の旅回 りのセ ール スマ ンで

ある ジョー ジ ・ブ ラ ッシュ(GeorgeBrush)が,彼 の23歳 の 誕生 日か ら24歳 の誕生 日ま

で の一年 のあいだに,そ の厳格す ぎる信仰 と信条のせ いで,行 く先 々で 出会 う人 びととの

あいだで巻 き起 こす騒動 を通 して,本 当の信仰 とは何か を描 いたコ ミック・ノベルである。
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ブ ラ ッシュは,拘 置所で ジ ョー ジ ・バ ーキ ン(GeorgeBurkin)と い う男 に出会 うが,こ

の小説で ブラ ッシュを理解す る唯一の人物で あるこの男 は,名 前が 同 じジ ョー ジで あるこ

とが示 して いるように,「 将来 のブラ ッシュの姿」 なのである。

ブラ ッシュは,銀 行 に預金 して いる人 を,"Thereisnoworstcomingtoworstfora

goodman.There'snothingtobeafraidof.Tosaveupmoneyisasignthat

you'reafraid,andonefearmakesanotherfear,andthatfearmakesanotherfear."

(22-23)と 評 し,何 かが起 こるので はな いか とまだ起 こって いな いことを心配 し,そ の心

配 が どん どん大 き くな って しまって いる人 であ ると,つ ま り,「 今を生 きていない人」で

あることを指摘 した り,彼 をだま してばか りいる友人 たちに,"Youfellowspretendyou

don'tknowwhatit'sallabout,butyouknow.You'rejustpretending.You

spendyourwholelifepretendingit'snotserious."(142)と 述 べて,彼 らは何が起 こっ

て いるのか気 づいて いるのに気 づ いて いない振 りばか りして,「 人生 と本 当に向き合 お う

と して いない」ことを見抜 いていた りす る。 つ まり彼は,「 生 あるこの ときの瞬間瞬間を無

駄 に過 ご して いて,生 というもの を認識で きな い人間の悲劇」 を,生 きなが らに して理解

で きる可能性の ある人物なので あるが,そ の厳格す ぎる信仰 と信条のせ いで,彼 自身が 自

分 自身 を把握で きて いな いので ある。

いっぽ うバ ーキンが,「 生 とい うものを認識 できない人 間の悲劇」をすで に理解 して いる

人物 であ ることを示す 際に,「 窓 を通 して見 ることで,生 とい う もの を認識 ・理解 す る」

というモチーフが使われて いる。彼 は,「覗 き」を したという誤解で逮捕 されて拘置所 にい

るので あるが,そ の ときの様子を ブラ ッシュに向か って次の ように話す。

Iwasstandingonthelawnofahouselookinginthewindow.Thepeoplein

thenexthousephonedforthepoliceandIwasstuckinhere.That'sall.(218)

1'mwalkingdownthestreetandIseealightedwindow.Whatofit?Aman

andhiswifeandkidareeatingsupper.Nowwhenyou'relookingthrougha

windowatpeoplewhodon'tknowthey'rebeinglookedat,youseealotmore

thanyouseeanyotherway.Canyouunderstandthat?(219)

It'sterriblehowmuchyousee.Youseetheirverysouls.Canyouunderstand

that?(219,emphasisadded)
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「外 の芝生 に立 って窓 を通 して見 ている と,隣 の人 に通報 されて警察 が来 る」という話の

大筋が一幕劇 と同 じだ けでな く,食 事 と編み物 というちが いが あるだ けで,家 族の何気な

いが くり返 され る日常の ひとこまを見 ることは同 じで ある し,さ らに,「 見 られて いること

に気づか ない人を窓を通 して見 る」ことも同 じであ る。 そ して,「 す ると他の どんな方法で

見 るよ りも多 くの ものが見え る」 というの も,一 幕劇で はホー キンズが乗 る列車を変えて

もその列車の窓か らは何 も見えなか ったの に,自 分の家の窓か らは死を思 いとどまるもの

が見え たという点で 同 じで ある。

小説で は,「 魂」,す なわ ち 「永遠な るもの」が見え るというので あるが,こ の事実 は,

バ ーキ ンの仕事が映画監督で あることか ら考えれ ば興味深 い。つ ま り,映 画撮影で,見 ら

れて いることを知 って いる俳優の,見 られて いることを意識 した演技を レンズを通 して見

て も,そ こには,特 定の人物 によって特定の場所で特定の時間 にな され る行動 しか見えな

い。 しか し,窓 を通 して見 る,見 られて いることに気づかな い人の演技でな い行動 は,そ

の行動のエ ッセ ンスを示す ことにな り,さ らには,窓 のせ いで その人の声が聞 こえずパ ン

トマイムの ように見 え ることで,そ の行動 の特定性 は薄 れてい き,「 儀式化」 され る。す

るとそ こに,何 千年 と続 いて きて,こ れか らも何 千年 と続 いてい く 「永遠な る もの」,す

なわ ち,「 現実 の時間のなかでは人 間が認識 できない生 の素 晴 らしさ」 が見 えるのである。

もうひとつ は,ド ナル ド・ヘ イバ ーマ ン(DonaldHaberman)も,"Lookingthrough

windowsandagiftfromthedeadcombinetomakestillanothervariationinSloth

["TheWreckontheFive-Twenty-Five"]...."(17)と 指 摘 して いるように,死 者か らの

贈 り物 とい うモ チーフであ る。 『めざす は天 国』 において,妻 との離 婚 による一度 目の入

院,そ して,信 仰 を失 ったことによる二度 目の入院を した主人公が復活す るきっか けとな

るのが,一 度 も会 うことはないまま亡 くなったパ スジ ェウスキ神父(FatherPasziewski)

か ら形見 と して受取 るスプー ンで ある。 この スプー ンは,ブ ラ ッシュが 「神の御心」へ向

か って歩み を続 けることを願 うメ ッセ ージ,言 い換 え ると,「生 というものの素晴 ら しさを

認識で きな い人間の悲劇」 を理解す ることを放棄す ることを踏み とどまらせ るメ ッセー ジ

なので ある。

い っぽ う,一 幕 劇 の ホ ー キ ンズ も,"lgotalotofmoneytoday.Butmorethan

thatIgotamessage.Amessagefrombeyondthegrave.Fromthedead."(149),

"F
rombeyondthegrave...Itwasanorder."(150,ellipsisbyWilder)と 語 るよう

に,老 女が彼 に残 した遺産 を死者か らの贈 り物,さ らにいえ ば,死 者か らの命令 と受 け取

り,行 動 を開始す る。 自分の周 りのすべての ものが,ま るで窓を通 して見て いるかの よう

10(126)



ソーントン・ワイルダーの 「5時25分 発列車の大事故」論(井 上)

に しっ くりと こな い もの に見 えてい る と言 う彼 に対 して,そ の老 女 は,"Mr.Hawkins,

yousaythatallthetime:whydon'tyoudoit?"(150),"Reallystandoutsideand

lookthroughsomewindows."(150)と,実 際 に外 に立 って窓 を通 して見 ることを勧 めて

いたか らであ る。彼 は,"Well,totellthetruth,Iwasafraidto.Ipreferredtotalk

aboutit."(150)と 告 白 してい るように,現 状 か ら抜 け出 した いの にそ うす るのが怖 く,

起 こるはず もな いいつ もの通勤列車の大事故がすべてを変えて くれ ることを待 って いるだ

けだったので あるが,こ の死者か らの メ ッセー ジによって,つ いに行動 に移す。 まず は,

いつ もと違 う列車 に乗 り,そ の窓か らはいつ もと変わ りな い光景 しか見えな いことを確認

す る。つ ま り,ど の列車か ら見 ようとも,動 き去 って い く列車の窓か らで は じっ くりと対

象 と向き合 って見 ることがで きず,現 実の 日常の世界 しか見 ることはで きな いので ある。

そ して その あと,ホ ーキ ンズは,"lttookmeawholehourtogetupthecouragetogo

andstand(Hepoints)outthere."(150,italicsbyWilder)と 語 って いるように意を決 し

て,動 き去 って い く列車の窓か らで はな く,自 分の家の外 に立 って人生 につ いて思索を巡

らせなが ら,窓 を通 して妻 と娘の様子 を じっ くりと眺 めることによって,バ ー キンと同 じ

形で 「永遠 なるもの」 を見 るので ある。 そ して彼 は,胸 に忍 ばせて いた拳銃で 自殺す るこ

とを止 め,通 勤列車 の大事故 を待つだ けの人生 も辞 あ,「 生 というものの素晴 ら しさを認識

で きな い人間の悲劇」を理解 しなが ら,生 ある この時を生 きてい く決意 を固めるのである。

たとえ,そ の ように生 きて い くことが,「 わが町』 の教会 のオルガ ン奏者 サイモ ン・スティ

ムソ ンが 自 ら命 を絶 たな けれ ばな らなか ったほどつ らいことだ と して もで ある。

4.お わ り に

この一幕劇 は,ワ イル ダーが構想 したが未完 に終わ った,7編 ず つの2種 類のサ イクル

劇で あるTheSevenAgesofManとTheSevenDeadlySinsの 後者 に属 す る作 品で,同 じサ

イクル に属す る 「バーニ ス」("Bernice")と と もに,1957年9月 にベル リン ・フェスティ

バル において英語版で上演 され た。 その後,「 バ ーニス」は ドイ ツ語版 が出版 されたが,「5

時25分 発 列車の大事故」 は英語版 はもちろんの こと ドイツ語版 も出版 され ることはなか っ

た。

しか し,ワ イル ダ ーの死 後 著作 を管 理 してい た妹 の イ ザベ ル ・ワイル ダ ー(lsabel

Wilder,1900-1995)は,自 らの死の直前 にこの作品を公開す ることに決め,ま ず,1994年

の10月 に イェール ・レビュー(YaleReview)に 掲 載 した。 そ して,つ いに翌年の3月 に
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は ア メ リ カ で 上 演 さ れ,同 年 に はTheBestAmericanShortPlays1994-1995に 収 載 さ れ た 。

ワ イ ル ダ ー の 甥 で 現 在 の 著 作 管 理 者 で あ る タ パ ン ・ワ イ ル ダ ー(A.TappanWilder)

が"ThesuccessofTheWreckopenedthedoorstothisedition."(x)と 述 べ て い る よ

う に,こ の 劇 の 上 演 の 成 功 の お か げ で,ワ イ ル ダ ー の 一 幕 劇 を ま と め た2冊 の 劇 集 が 刊 行

さ れ る こ と に な っ た ほ ど で あ る に も か か わ らず,な ぜ ワ イ ル ダ ー 自 身 は 生 前 に こ の 作 品 が

活 字 に な る こ と を 認 め な か っ た の で あ ろ う か 。

こ の 一 幕 劇 は,ワ イ ル ダ ー が1956年12月2日 の 日 誌 に,"OnSaturday,[November,]

the17th,inHamden,atfiveo'clockinthemorning,Ibegantheplaynowcalled

`Th
eWreckontheFive-Twenty-Five.'"(258)と 記 し て い る よ う に,1956年11月17日 に

書 き始 め ら れ,続 け て ワ イ ル ダ ー は,1956年12月13日 の 日誌 に お い て,"WhatIparticularly

likeaboutallthese,...isthecompletenessoftheirexpressionasplaysforatheatre

intheround.Thisqualityisatitsbestin`TheWreck,'preciselybecauseitis

about`lookingthroughwindows';_"(259)と 述 べ,い くつ か の 一 幕 劇 の 中 で は 円 形

劇 場 に 適 し た 作 品 と して こ の 作 品 が 特 に す ぐれ て い る こ と を 書 い て い る 。

さ ら に,1958年11月24日 の 日誌 で は,`"TheWreckontheFive-Twenty-Five.'[Accedia]

willrequiretheadditionofafewwordstoshowthatthetypeofdespairinto

whichtheherofallsis,precisely,inDante'ssense,anunwillingnesstoacceptthe

giftsoflife:`Sullenwewereinthebrightair'"(271-72)と 述 べ て い る 。 水 谷 八 也 氏

は こ の 日 誌 を 引 用 し て,サ イ ク ル 劇TheSevenDeadlySinsの 「七 つ の 大 罪 の 中 にThe

Wreckを 入 れ る と決 め た 時 点 で,そ の 欠 陥 が 明 らか に な っ た よ う で あ る 」(58)と 指 摘 して

い る が,ワ イ ル ダ ー は 「数 語 の 付 け 足 しが 必 要 」 と 述 べ て い る に 過 ぎ ず,作 品 に 「欠 陥 」

が あ る と い う 指 摘 は 的 を 得 て い な い 。

こ の 一 幕 劇 は,ワ イ ル ダ ー が 常 に 表 現 し よ う と して き た 「永 遠 な る も の 」 を,『 わ が 町 』

に お い て,哲 学 で い う と こ ろ の 「経 験 的 実 在 性 」 の 時 間 と 「超 越 論 的 観 念 性 」 の 時 間 と い

う 二 つ の 時 間 を 一 元 化 さ せ て,舞 台 上 に 「瞬 間 の 永 遠 」 な る 時 間 を 作 り 出 し,「 永 遠 な る

も の 」 を 明 確 に 提 示 す る 担 い 手 と な っ た 「舞 台 監 督 」 を 使 わ ず に,し か も,"Myplanwas

todoaseriesofFour-MinutePlaysforFourPersonsascontinuationofthe

Oberlin-Yale-and-laterThree-MinutePlays,..."(257)と ワ イ ル ダ ー が 日 誌 に 記 して い

る よ う に,一 般 的 な 一 幕 劇 と 比 較 す る と 非 常 に 短 い,四 分 間 と い う 上 演 時 間 を 意 図 して 書

か れ た 一 幕 劇 に お い て,「 永 遠 な る も の 」を 観 客 に 提 示 す る こ と に 成 功 して い る 。 こ の よ う

な 点 か ら鑑 み て も,こ の 一 幕 劇 は 優 れ た 作 品 で あ る と い え る だ け に,ワ イ ル ダ ー が こ の 作
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品 の 出版 を認 めなか った理 由は,そ の理 由を述べ た文書が今後公開 されな い限 りは謎の ま

ま残 る。

ソー ン トン ・ワイル ダー は,こ の一幕劇で も考察 して きたように同 じ主題を くり返 し提

示 して きた作家で あるが,彼 の特長 はそれ らの主題を それぞれの作品 にお いて常 に異な る

表現形式で提示 して きたことで ある。小説 において は,一 人称,全 知全能の語 り手,物 語

に介入 しな い語 り手,コ ミックノベル形式,書 簡体形式な ど,そ して,戯 曲 にお いて は,

せ りふや物語の反復,パ ン トマイムの多用,舞 台装置のな い裸舞台,「 舞台監督」 の起用,

劇 場の時空間の多層化な ど,常 に前作 とは違 った,時 には奇抜 ともいえ る斬新な スタイル

で作品 を発表 して きた。 この ような新 しい表現形式 にこだわ るというワイル ダーの作家 と

しての姿勢 を考え ると,こ の一幕 劇の生前の 出版が認 め られなか った,さ らには2つ のサ

イクル劇が未完の まま終わ った理 由は,こ れ らの作品 において芸術の新 しい表現形式を提

示す ることがで きて いな いことを,作 り手で あるワイル ダー 自身が強 く認識 して いたか ら

に違 いないので ある。
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